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(57)【要約】
【課題】既存する他の機器が認識できない新しいファイ
ルシステムを用いて映像を記録し、記録したディスクを
既存機器に入れると、フォーマット（ファイルシステム
初期化）を誘致し、誤って大事な映像を消去してしまう
ことがあった。
【解決手段】ディスク装着時に記録禁止フラグメモリー
手段４に記憶された記録禁止フラグを確認し、記録禁止
状態の時にディスク１上の記録禁止フラグを記録可能状
態に設定する第１の記録可能状態設定手段５と、ディス
ク搬出時に記録履歴情報記憶手段６の情報を確認し、記
録が行われていた場合、もしくは記録禁止フラグメモリ
ー手段４に記憶された記録禁止フラグが記録禁止状態の
時に、ディスク１上の記録禁止フラグを記録禁止状態に
設定する第１の記録禁止状態設定手段７とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
記録媒体としてディスクを用いたディスク記録再生装置において、
ディスクの特定領域に設定された記録済み部分に対する保護のための記録禁止フラグを読
み出す記録禁止フラグ読出し判定手段と、
前記記録禁止フラグを書き込む記録禁止フラグ書込み手段と、
ディスク装着時に前記記録禁止フラグ読出し判定手段により読み出された前記記録禁止フ
ラグを記憶する記録禁止フラグメモリー手段と、
ディスク装着時に前記記録禁止フラグメモリー手段に記憶された前記記録禁止フラグを確
認し、記録禁止状態の時にディスク上の前記記録禁止フラグを記録可能状態に設定する第
１の記録可能状態設定手段と、
ディスクへの情報の記録の履歴を記憶する記録履歴情報記憶手段と、
ディスク搬出時に前記記録履歴情報記憶手段の情報を確認し、記録が行われていた場合、
もしくは前記ディスク装着時の記録禁止フラグメモリー手段に記憶された記録禁止フラグ
が記録禁止状態の時に、ディスク上の前記記録禁止フラグを記録禁止状態に設定する第１
の記録禁止状態設定手段と、
を備えたことを特徴とするディスク記録再生装置。
【請求項２】
記録媒体としてディスクを用いたディスク記録再生装置において、
ディスクの特定領域に設定された記録済み部分に対する保護のための記録禁止フラグを読
み出す記録禁止フラグ読出し判定手段と、
前記記録禁止フラグを書き込む記録禁止フラグ書込み手段と、
ディスク装着時に前記記録禁止フラグ読出し判定手段により読み出された前記記録禁止フ
ラグを記憶する記録禁止フラグメモリー手段と、
ディスクへの情報の記録開始時に、前記記録禁止フラグメモリー手段に記憶されている前
記記録禁止フラグの状態を確認し、記録禁止状態の時にディスク上の前記記録禁止フラグ
の状態を記録可能状態に設定する第２の記録可能状態設定手段と、
記録停止時にディスク上の前記記録禁止フラグの状態を記録禁止状態に設定する第２の記
録禁止状態設定手段と、
を備えたことを特徴とするディスク記録再生装置。
【請求項３】
自動記録保護モードと通常記録保護モードとを選択するモード選択手段と、
通常記録保護モードが選択された時には、前記第１の記録禁止状態設定手段と前記第１の
記録可能状態設定手段、若しくは前記第２の記録禁止状態設定手段と前記第２の記録可能
状態設定手段による前記記録禁止フラグの制御を停止するモード制御手段と、
を備えたことを特徴とする請求項１または２に記載のディスク記録再生装置。
【請求項４】
ディスク搬出時に、前記記録履歴情報記憶手段の情報を確認し、ディスク上に記録情報が
存在しない場合に、前記記録禁止フラグを記録可能状態に設定する第３の記録可能状態設
定手段を備えたことを特徴とする請求項１から３の何れかに記載のディスク記録再生装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着脱可能なディスク記録媒体に映像を記録、再生するディスク記録再生装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＡＶ商品において機器がどのファイルシステムを利用して記録するかをユーザー
が認識して使用し、その上でそのファイルシステムに対応した機器で使用するようユーザ
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ーが判断することが求められている。
【０００３】
　また、ディスクを保護する手段としては、ディスクケースに取り付けられているメカニ
カルなプロテクトをユーザーが手動で設定し、機器はメカニカルなプロテクトのオン状態
を認識した場合に記録を行わないようにすることにより映像を保護する手段がとられてい
る。
【０００４】
　特許文献１においては、記録媒体にデータの書き込みを禁止する書込禁止状態とデータ
の書き込みを許可する書込許可状態のいずれの状態であるかを示す書込制御情報を書き込
み、当該書込制御情報に基づいて記録媒体へのデータの書き込みを制御することにより、
記録媒体への不用意なデータの書き込み及び消去を防止する技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００３－２７２２９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　既存する他の機器が使用するディスク記録媒体と同じ記録媒体を使用し、その記録媒体
内に、既存する他の機器が認識できない新しいファイルシステムを用いて映像を記録する
装置において、記録したディスクをその既存する他の機器で使用しようとした時に、その
機器はファイルシステムが認識できないため未知のファイルシステムが使用されていると
判断し、多くの機器はフォーマット（ファイルシステム初期化）を誘致するよう動作する
ことが予想される。ユーザーはその誘致に従い誤って大事な映像を記録したディスクをフ
ォーマットしてしまい、映像を消去してしまうことが考えられる。
【０００６】
　このような記録再生装置においては、ユーザーが誤って映像を消去させるような操作を
させないように映像を保護する手段を持つことが要求されている。
【０００７】
　本発明は、機器がどのファイルシステムを利用して記録するかをユーザーが認識して使
用すること無く、既存する他の機器が認識できない新しいファイルシステムを用いて映像
が記録されたディスクを自動的に保護し、ユーザーが誤って映像を消去させないようにす
る記録装置を提供することを目的としてなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この課題を解決するために本発明のディスク記録再生装置は、記録媒体としてディスク
を用いたディスク記録再生装置において、ディスクの特定領域に設定された記録済み部分
に対する保護のための記録禁止フラグを読み出す記録禁止フラグ読出し判定手段と、前記
記録禁止フラグを書き込む記録禁止フラグ書込み手段と、ディスク装着時に前記記録禁止
フラグ読出し判定手段により読み出された前記記録禁止フラグを記憶する記録禁止フラグ
メモリー手段と、ディスク装着時に前記記録禁止フラグメモリー手段に記憶された前記記
録禁止フラグを確認し、記録禁止状態の時にディスク上の前記記録禁止フラグを記録可能
状態に設定する第１の記録可能状態設定手段と、ディスクへの情報の記録の履歴を記憶す
る記録履歴情報記憶手段と、ディスク搬出時に前記記録履歴情報記憶手段の情報を確認し
、記録が行われていた場合、もしくは前記ディスク装着時の記録禁止フラグメモリー手段
に記憶された記録禁止フラグが記録禁止状態の時に、ディスク上の前記記録禁止フラグを
記録禁止状態に設定する第１の記録禁止状態設定手段と、を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　上記構成により、同じディスク記録媒体を使用するが、新しいファイルシステムを認識
できない他の機器に対して、ファイルシステム初期化（フォーマット）を誘致させないよ
うにでき、ユーザーが意識することなく、ディスクの記録禁止フラグのオン／オフが制御
できるという有利な効果が得られる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明のディスク記録再生装置は、記録媒体としてディスクを用いたディスク記録再生
装置において、ディスクの特定領域に設定された記録済み部分に対する保護のための記録
禁止フラグを読み出す記録禁止フラグ読出し判定手段と、前記記録禁止フラグを書き込む
記録禁止フラグ書込み手段と、ディスク装着時に前記記録禁止フラグ読出し判定手段によ
り読み出された前記記録禁止フラグを記憶する記録禁止フラグメモリー手段と、ディスク
装着時に前記記録禁止フラグメモリー手段に記憶された前記記録禁止フラグを確認し、記
録禁止状態の時にディスク上の前記記録禁止フラグを記録可能状態に設定する第１の記録
可能状態設定手段と、ディスクへの情報の記録の履歴を記憶する記録履歴情報記憶手段と
、ディスク搬出時に前記記録履歴情報記憶手段の情報を確認し、記録が行われていた場合
、もしくは前記ディスク装着時の記録禁止フラグメモリー手段に記憶された記録禁止フラ
グが記録禁止状態の時に、ディスク上の前記記録禁止フラグを記録禁止状態に設定する第
１の記録禁止状態設定手段と、を備えるものである。尚、記録禁止フラグとは、ＤＶＤ－
ＲＡＭの場合、Ｌｅａｄ－ｉｎのＤｉｓｋ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ内にあるＷｒ
ｉｔｅ　ｉｎｈｉｂｉｔ　ｆｌａｇを使用する。ＤＶＤ－ＲＷの場合は、Ｒｅｃｏｒｄｉ
ｎｇ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ内のＲＭＤのＤｉｓｃ　Ｓｔａｔｕｓで表現され
ている。　これにより、他の機器と同じディスク記録媒体を使用するが、新しいファイル
システムなど他機器が認識できないファイルシステムを使用して記録するディスク記録再
生装置において、ディスク装着時にディスクの物理的プロテクトである記録禁止フラグが
オン（記録禁止）だった時にユーザーが意識することなく自動的にオフ（記録可能）設定
し記録を可能となさしめ、その後、映像記録がされた後にディスクを取り出す時に、自動
的に記録禁止フラグをオンにすることにより、ユーザーが意識することなく他の機器によ
るフォーマットなどの操作を禁止できるという作用を有する。
【００１１】
　また、ディスクを取り出す時に記録履歴情報を確認し、記録が行われていた場合、もし
くは記録が行われていないが記録禁止フラグメモリー手段に記憶されている記録禁止フラ
グがオンであった時にディスク上の記録禁止フラグをオンに設定することにより、ディス
ク装着されたが何も操作が行われなかった時に、ディスク装着時の記録禁止フラグに戻す
ことができるという作用を有する。
【００１２】
　本発明のディスク記録再生装置は、記録媒体としてディスクを用いたディスク記録再生
装置において、ディスクの特定領域に設定された記録済み部分に対する保護のための記録
禁止フラグを読み出す記録禁止フラグ読出し判定手段と、前記記録禁止フラグを書き込む
記録禁止フラグ書込み手段と、ディスク装着時に前記記録禁止フラグ読出し判定手段によ
り読み出された前記記録禁止フラグを記憶する記録禁止フラグメモリー手段と、ディスク
への情報の記録開始時に、前記記録禁止フラグメモリー手段に記憶されている前記記録禁
止フラグの状態を確認し、記録禁止状態の時にディスク上の前記記録禁止フラグの状態を
記録可能状態に設定する第２の記録可能状態設定手段と、記録停止時にディスク上の前記
記録禁止フラグの状態を記録禁止状態に設定する第２の記録禁止状態設定手段と、を備え
るものである。
【００１３】
　これにより、実際に記録操作が行われるまで記録禁止フラグをオフ設定しないため、デ
ィスクが装着されたが何も操作が行われなかった時は記録禁止フラグの状態を確実に保持
することができ、途中電源断などに対しても特別な制御をすること無く、記録禁止フラグ
の状態を維持することができるという作用を有する。
【００１４】
　上記の構成に係るディスク記録再生装置において、自動記録保護モードと通常記録保護
モードとを選択するモード選択手段と、通常記録保護モードが選択された時には、前記第
１の記録禁止状態設定手段と前記第１の記録可能状態設定手段、若しくは前記第２の記録
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禁止状態設定手段と前記第２の記録可能状態設定手段による前記記録禁止フラグの制御を
停止するモード制御手段と、を備えるとしても良い。
【００１５】
　これにより、従来の機器のように記録禁止フラグが設定されていた時に記録を禁止し、
記録後に自動的に記録禁止フラグを設定する機能自体をユーザーの好みに応じて使用する
ことができるという作用を有する。
【００１６】
　上記の構成に係るディスク記録再生装置において、ディスク搬出時に、前記記録履歴情
報記憶手段の情報を確認し、ディスク上に記録情報が存在しない場合に、前記記録禁止フ
ラグを記録可能状態に設定する第３の記録可能状態設定手段を備えるとしても良い。
【００１７】
　これにより、本発明を実施した機器で一度でも記録を行った後に取り出したディスクは
、記録禁止フラグがかかっているため、他の新しいファイルシステムを認識できない機器
で使用する場合に、記録禁止フラグを直接オフ設定する機能を備えていない限り、決して
使用できないディスクになる。そのため、ディスク取り出し時に保護すべき記録した動画
が無い場合は、記録禁止フラグをオフにすることにより、他の既存の機器でもこのディス
クを使用できるようにすることができるという作用を有する。
【００１８】
　以下本発明の実施の形態について、図１から図４を用いて説明する。
【００１９】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の第１の実施の形態におけるディスク記録再生装置の構成を示すブロック
図である。図１において、１はディスク記録媒体であり、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ
といった着脱可能なディスク記録媒体を示す。２はＷＩＦ書き込み手段で、ＷＩＦは記録
禁止フラグ（Ｗｒｉｔｅ　Ｉｎｈｉｂｉｔ　Ｆｌａｇ）であり、光ディスク上のＬｅａｄ
－ｉｎ領域にＲｅｗｒｉｔａｂｌｅ　ｄａｔａ　ｚｏｎｅがあり、その中のＤｉｓｋ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ内にある記録禁止フラグ（Ｗｒｉｔｅ　ｉｎｈｉｂｉｔ　ｆ
ｌａｇ）のことを示す。３はＷＩＦ読み出し判定手段、４はディスク認識時ＷＩＦ状態メ
モリー手段、５は第１のオフ設定手段、６は記録履歴情報記憶手段、７は第１のオン設定
手段、８は第２のオフ設定手段、９は第２のオン設定手段、１０は第３のオフ設定手段を
備えている。４のディスク認識時ＷＩＦ状態メモリー手段及び、記録履歴情報記憶手段で
記憶するメモリーは途中電源断時に情報が消えないように不揮発性メモリーに保存するこ
とでも構成できる。
【００２０】
　以上のように構成されたディスク記録再生装置について、以下その動作について説明す
る。
【００２１】
　まず、ディスクが装着され、認識された時に、ディスク記録媒体１に書かれている物理
的プロテクトであるＷＩＦをＷＩＦ読み出し判定手段３によりディスクより読み出し判定
する。判定の結果ＷＩＦがオン／オフ状態をディスク認識時ＷＩＦ状態メモリー手段４に
記憶する。その判定結果ＷＩＦがオン（記録禁止）であった時は、第１の記録可能状態設
定手段５によりＷＩＦ書き込み手段２を介してディスク記録媒体１のＷＩＦをオフ（記録
可能）にすることにより、以降、記録が可能となる。
【００２２】
　その後ディスクの取り出し操作が行われるまでの間、記録操作が行われたどうかの履歴
を記録履歴情報記憶手段６に記憶する。この場合の記録操作とはディスクに対して記録が
行われる操作のすべてを指す。例えば、映像データ等の記録、映像データ等の削除、フォ
ーマット、ファイナライズなどの操作も含まれる。
【００２３】
　その後、ディスク取り出し操作が行われた場合、記録履歴情報記憶手段６の情報を確認
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し、記録操作が行われた場合、もしくは記録操作は行われないが、ディスク認識時ＷＩＦ
状態メモリー手段４に記憶されたＷＩＦ状態がオンであった時に、第１の記録禁止状態設
定手段７によりＷＩＦ書き込み手段２を通してディスク記録媒体１のＷＩＦをオンにする
。
【００２４】
　これによりディスクが装着されてから取り出すまでの間何も記録操作が行われなかった
時は取り出したディスクのＷＩＦ状態は装着時と変わらないこととなる。また、取り出す
時にＷＩＦオンに設定したディスクは、他の同じディスク記録媒体を使用するが、新しい
ファイルシステムを認識できない機器に装着しても、物理規格で規定されているＷＩＦに
より記録禁止する動作となるため、ファイルシステムが認識できなかったとしても、フォ
ーマットへ誘導することは無い。そのためディスクに記録された映像は保護されることと
なる。また、これらのＷＩＦオフとオンを自動的に行うためユーザーは特に意識すること
なく使用できることとなる。
【００２５】
　尚、第２の記録可能状態設定手段８は、ディスク認識時にＷＩＦがオンであった時にオ
フにするのではなく、実際に記録操作の開始が指示された時にオフ設定を行う。また、記
録終了後に第２の記録禁止状態設定手段９によりオンに設定する。
【００２６】
　これにより実際の動作に即したＷＩＦのオフ及びオン設定ができる。
【００２７】
　また、第３の記録可能状態設定手段１０はディスク取り出し操作が行われた時に、ディ
スク記録媒体１に記録されている映像データの存在を確認し、無ければオンに設定するよ
うに動作する。これにより保護すべき映像データが無い場合は、他の機器でも書き込み可
能とするようにＷＩＦをオフにするよう動作する。
【００２８】
　（実施の形態２）
　図２は本発明の第２の実施の形態におけるディスク記録再生装置の構成を示すブロック
図である。図２において、第１の実施の形態と同じ構成要素は同じ番号を付与し、説明を
省略する。
【００２９】
　１１は記録保護モード設定手段であり、ユーザーにより自動記録保護モード、通常記録
保護モードのいずれかを選択することができるようにしたものである。１２はモード制御
手段であり、記録保護モード設定手段１１により設定された記録保護モードに応じて、そ
れぞれの記録禁止状態（オン）設定手段および記録可能状態（オフ）設定手段を介してＷ
ＩＦフラグのオン／オフを制御する。
【００３０】
　図３は本発明の第２の実施の形態におけるディスク記録再生装置のディスク認識時に行
う動作を示すフローチャートである。図４は本発明の第２の実施の形態におけるディスク
記録再生装置のディスク取り出し時に行う動作を示すフローチャートである。以下、図３
及び図４を用いて動作を説明する。
【００３１】
　図３におけるディスク認識時について、ディスクがドライブにセットされた時に、ディ
スク認識を開始し、ステップ１０１にて認識が完了するまで待つ。ディスク認識が完了し
たらステップ１０２にて、ＷＩＦ読出し判定手段３によるＷＩＦフラグの読み出しを通じ
て、今回のＷＩＦフラグのオン／オフ制御に対応したディスクであるか確認する。例えば
ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷといった物理的プロテクトのオン／オフ制御が可能なメデ
ィアを対応ディスクとして扱う。
【００３２】
　次に対応メディアであった場合に、ＷＩＦ読出し判定手段３はＷＩＦフラグを読み出し
、ＷＩＦ状態を確認し、ステップ１０３にてディスク認識時のＷＩＦ状態をディスク認識
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時ＷＩＦ状態メモリー手段４に記憶する。
【００３３】
　ステップ１０４にて記録履歴情報記憶手段６を初期化し、記録履歴の管理を開始する。
ステップ１０５にてディスク認識時のＷＩＦ状態がオンであるかどうかを確認し、オンで
あり、かつステップ１０６にて自動記録保護モードであった時に、ステップ１０７にてモ
ード制御手段１２は、第１の記録可能状態設定手段を制御して、自動的にＷＩＦをオフ設
定にして記録ができるようにする。尚、ステップ１０６にて確認した自動記録保護モード
とは、記録保護モード設定手段１１によりユーザーが自動記録保護モード、通常記録保護
モードのいずれかを選択することができるようにしたものである。自動記録保護モードと
は本発明によるＷＩＦフラグのオン手段、オフ手段を実行するモードである。一方、通常
記録保護モードとは物理規格に規定される通り、ＷＩＦがオンであった時に記録を禁止す
るように動作させ、ＷＩＦのオン、オフ制御を行わないモードである。
【００３４】
　このようにして自動的にＷＩＦをオフ設定にして記録ができるようにした後、記録操作
が行われたかどうかを記録履歴情報記憶手段６に記憶をする。その後、ディスク取り出し
操作が行われた時に図４におけるディスク取り出し開始動作を行う。
【００３５】
　まず、ステップ２０１においてディスク認識時と同様に対応ディスクかどうか確認する
。もし対応ディスクの場合は、ステップ２０２において記録履歴情報記憶手段６の情報を
確認し、記録履歴ありで、かつステップ２０３の確認で自動記録保護モードであった時は
、ステップ２０４にてモード制御手段１２は、第１の記録禁止状態設定手段を制御して、
自動的にＷＩＦをオンに設定する。これにより、以降、他の既存の機器に装着してもＷＩ
Ｆによる物理的プロテクトがかかっているためフォーマットなどの消去動作はできないこ
ととなる。
【００３６】
　一方、記録履歴が無い場合、つまりディスクが装着されてそのまま取り出された時、も
しくは通常記録保護モードの場合は、ステップ２０５にてディスク認識時のＷＩＦ状態を
確認し、オンであった時にステップ２０６にてＷＩＦオンに設定する。つまりディスク認
識時のＷＩＦ状態と同じ状態に戻す処理を行う。
【００３７】
　尚、実施の形態１及び２において、記録媒体としてディスクを用いた場合について説明
したが、記録媒体はディスクに限るものではなく、ＳＤメモリカード等の半導体メモリカ
ードであっても良い。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　本発明のディスク記録再生装置によれば、同じディスク記録媒体を使用するが、新しい
ファイルシステムを認識できない他の機器に対して、ファイルシステム初期化（フォーマ
ット）を誘致させないようにすることができ、カムコーダをはじめ、ＤＶＤレコーダ、Ｐ
Ｃ等で有用である。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の一実施の形態におけるディスク記録再生装置の構成を示すブロック図
【図２】本発明の他の実施の形態におけるディスク記録再生装置の構成を示すブロック図
【図３】本発明の一実施の形態におけるディスク記録再生装置のディスク認識時に行う動
作を示すフローチャート
【図４】本発明の一実施の形態におけるディスク記録再生装置のディスク取り出し時に行
う動作を示すフローチャート
【符号の説明】
【００４０】
　１　　ディスク記録媒体
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　２　　ＷＩＦ（記録禁止フラグ）書き込み手段
　３　　ＷＩＦ（記録禁止フラグ）読み出し判定手段
　４　　ディスク認識時ＷＩＦ（記録禁止フラグ）状態メモリー手段
　５　　第１の記録可能状態設定手段
　６　　記録履歴情報記憶手段
　７　　第１の記録禁止状態設定手段
　８　　第２の記録可能状態設定手段
　９　　第２の記録禁止状態設定手段
　１０　　第３の記録可能状態設定手段
　１１　　記録保護モード設定手段
　１２　　モード制御手段
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